












要約:近年の農村は、高齢化が進み、出生率が低下している中にあって、企業進出に伴う農

外就労が増え、農家の生活リズムに変化が現われてきている。 

第 2年度、本研究調査の中に子供(乳幼児)の養育について家族が議論する項目が、躾に次

いで食事に関するものが約 3割みられた。 

農村における食生活様式は、欧風化、多様化しているが、子供の食事を正すのは、基本的

には家庭であり、食べ物を通して子供の育成に家族の関わりは欠かせない存在である。今

回子供の食事の様子を中心に食生活の意識と実態を捉えるための食生活についてのアンケ

ートを行った。 


